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A.1 「街頭アンケート」調査票 

 

 

 

 

 

  

 

瀬
戸
大
橋
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

 
  Q
１

 
瀬
戸
大
橋
の
利
用
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

(1
) 

過
去

1
年
間
の
瀬
戸
大
橋
の
利
用
頻
度
は
？
（
片
道
も
往
復
も

1
回
と
数
え
て
く
だ
さ
い
。）

 

■
利
用
し
て
い
な
い
（
利
用
し
て
い
な
い
方
は

Q
３
へ
）

 

■
１
回
だ
け
利
用
し
た

 
■
２
～

3
回
利
用
し
た

 
■
月
に
１
回
程
度
利
用
し
た

 

■
毎
週
１
回
程
度
利
用
し
た

 
■
週

2
回
以
上
利
用
し
た

 
 (2

) 
一
番
最
近
、
瀬
戸
大
橋
を
利
用
し
た
と
き
は
？

 

■
今
日

 
■
１
週
間
前

 
■

1
か
月
前

 ■
3
か
月
前

 

■
半
年
前

 
■

1
年
前

 
 

 (3
) 

一
番
最
近
、
瀬
戸
大
橋
を
利
用
し
た
と
き
の
目
的
地
は
？
（
都
道
府
県
名
を

1
つ
お
書
き
く
だ
さ
い
。
）

 

  
 
［

 
 

 
 

 
 

 
 

 
都
・
道
・
府
・
県

 
］

 

 (4
) 

瀬
戸
大
橋
利
用
時
の
交
通
手
段
の
中
で
も
っ
と
も
よ
く
使
う
手
段
は
？
（

1
つ
の
み

 ✔
 し

て
く
だ
さ
い
。
）

 

■
Ｊ
Ｒ

 
■
自
家
用
車

 
■
高
速
バ
ス

 
■
業
務
用
自
動
車

 

■
そ
の
他
［

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
］

 
 (5

) 
瀬
戸
大
橋
利
用
時
に
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
交
通
手
段
は
？
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に

 ✔
 
し
て
く
だ
さ
い
。
）
 

■
Ｊ
Ｒ

 
■
自
家
用
車

 
■
高
速
バ
ス

 
■
業
務
用
自
動
車

 

■
そ
の
他
［

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
］

 
 (6

) 
過
去

1
年
間
の
瀬
戸
大
橋
利
用
の
目
的
は
？
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に

 ✔
 し

て
く
だ
さ
い
。）

 

 
 

 
そ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た
も
の
は
？
（
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。）

 

■
瀬
戸
大
橋
自
体
の
観
光

 
■
瀬
戸
大
橋
以
外
の
観
光

 

■
買
い
物

 
■
食
事

 
■
そ
の
他
余
暇

 

■
通
学

 
■
通
勤

 
■
仕
事
上
の
用
事

 

■
介
護

 
■
病
院
等
へ
の
通
院

 
■
親
族
友
人
訪
問

 

■
そ
の
他
［

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
］

 

Q
２

 
過
去
１
年
間
で
瀬
戸
大
橋
を
経
由
し
て
観
光
さ
れ
た
方
に
伺
い
ま
す
。（
観
光
し
た
こ
と
が
な
い
方
は

Q
４
へ
） 

(1
) 

一
番
最
近
の
観
光
で
の
目
的
地
は
？
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に

 ✔
 し

て
く
だ
さ
い
。）

 

■
児
島
地
域

 
■
そ
の
他
倉
敷
市

 
■
岡
山
市
内

 
■
そ
の
他
岡
山
県
内

 

■
福
山
市

 
■
尾
道
市

 
 

■
広
島
市

 
 

■
そ
の
他
中
国
地
方

 

■
高
松
市

 
■
琴
平
町

 
■
そ
の
他
香
川
県
内

 
■
徳
島
県

 
■
愛
媛
県

 
■
高
知
県

 

■
関
西

 
 

■
中
部
以
東

 
■
九
州
沖
縄

 
■
海
外

 
 (2

) 
一
番
最
近
、
瀬
戸
大
橋
を
使
っ
た
観
光
の
旅
行
期
間
は
？

 

■
日
帰
り

 
■

1
泊

2
日

 
■

2
泊

3
日

 
■

3
泊

4
日
以
上

 
 (3

) 
瀬
戸
大
橋
の
観
光
面
で
の
期
待
度
？
（
各
項
目
に
つ
い
て
４
段
階
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
）

 

項
 

 
目

 
期
待
以
上

 
期
待
通
り

 
期
待
以
下

 
期
待
し
て
い
な
い

 
わ
か
ら
な
い

 

与
島

パ
ー

キ
ン

グ
エ

リ
ア

 
■

 
■

 
■

 
■

 
■

 

瀬
戸
大
橋
周
辺
の
観
光
施
設

 
■

 
■

 
■

 
■

 
■

 

瀬
戸
大
橋
の
巨
大
さ
・
美
し
さ

 
■

 
■

 
■

 
■

 
■

 

瀬
戸

大
橋

か
ら

の
景

観
 

■
 

■
 

■
 

■
 

■
 

 Q
３

 
過
去
１
年
間
で
本
州
か
ら
四
国
へ
、
あ
る
い
は
四
国
か
ら
本
州
へ
観
光
さ
れ
た
方
に
伺
い
ま
す
。（

観
光
し

た
こ
と
が
な
い
方
は

Q
４
へ
）

 

(1
) 

一
番
最
近
の
旅
行
で
利
用
し
た
経
路
は
？
（
利
用
し
た
経
路
す
べ
て
に

 ✔
 
し
て
く
だ
さ
い
）

 

■
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
（
瀬
戸
大
橋
）

 
■
Ｊ
Ｒ
瀬
戸
大
橋
線
（
瀬
戸
大
橋
）

 

■
西
瀬
戸
自
動
車
道
（
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
）

 ■
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
（
明
石
海
峡
大
橋
＋
大
鳴
門
橋
）
 

■
そ
の
他
［

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
］

 
 (2

) 
そ
の
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
た
理
由
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

 

 

 Q
４

 
過
去

1
年
間
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
目
的
で
県
外
へ
出
か
け
ら
れ
た
方
に
伺
い
ま
す
。

 
 (1

) 
過
去

1
年
間
に
県
外
へ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
た
回
数
は
？

 

■
０
回
（

Q
５
へ
）

 
■

1
～
３
回

 
■
４
～
６
回

 
■
７
～
９
回

 
■
１
０
回
以
上

 
 (2

) 
 県

外
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
る
主
な
理
由
は
？
（

1
つ
の
み

 
✔

 し
て
く
だ
さ
い
。）

 

■
品
数
が
豊
富
だ
か
ら

 
■
地
元
に
は
な
い
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
か
ら

 

■
商
業
施
設
そ
の
も
の
に
魅
力
が
あ
る
か
ら

 

■
そ
の
他
［

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
］

 

 

こ
こ
で
折
り
返
し
て
、
裏
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

回
答
は
、
あ
て
は
ま
る
□
に
✔
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。［

 
］
や

 
 

 
に
は
、
具
体
的
な
内
容
を
お
書
き
く
だ
さ
い
・

 

A 調査票 



「瀬戸大橋 開通 30年」アンケート調査結果報告書 

52 

 

 

 

 

 

 

  

(3
) 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
た
県
外
の
地
域
は
？
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に

 ✔
 し

て
く
だ
さ
い
。）

 

■
岡
山
市

 
■
倉
敷
市

 
■
そ
の
他
岡
山
県
内

 

■
高
松
市

 
■
そ
の
他
香
川
県
内

 
■
広
島
県

 
■
そ
の
他
中
国
地
方

 
 

■
そ
の
他
［

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
］

 

 Q
５

 
あ
な
た
は
、
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
交
通
手
段
に
お
い
て
、
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
ど
れ
ほ
ど
重
要
と
考
え

ま
す
か
。
５
を
も
っ
と
も
重
要
、
１
を
も
っ
と
も
重
要
で
な
い
と
し
て
５
段
階
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

 

瀬
戸
大
橋
は
、
そ
の
項
目
を
ど
れ
ぐ
ら
い
実
現
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
同
様
に
５
段
階
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

 

項
 
目

 
低


 
交
通
手
段
に
お
け
る
重
要
度

 

高

 
低


 
 
瀬
戸
大
橋
で
の
実
現
度

 
 

高

 

料
 

金
 

■
１

 
■
２

 
■
３

 
■
４

 
■
５

 
■
１

 
■
２

 
■
３

 
■
４

 
■
５

 

所
要

時
間

 
■
１

 
■
２

 
■
３

 
■
４

 
■
５

 
■
１

 
■
２

 
■
３

 
■
４

 
■
５

 

周
辺

の
施

設
 

■
１

 
■
２

 
■
３

 
■
４

 
■
５

 
■
１

 
■
２

 
■
３

 
■
４

 
■
５

 

地
域
の
経
済
効
果

 
■
１

 
■
２

 
■
３

 
■
４

 
■
５

 
■
１

 
■
２

 
■
３

 
■
４

 
■
５

 

地
域

間
の

交
流

 
■
１

 
■
２

 
■
３

 
■
４

 
■
５

 
■
１

 
■
２

 
■
３

 
■
４

 
■
５

 

 Q
６

 
あ
な
た
に
と
っ
て
瀬
戸
大
橋
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
け
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

 
 

 

 あ
な
た
ご
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

性
 
別

 
■
男

 
■
女

 

年
 
齢

 
■

1
9
歳
以
下

 
■

2
0
歳
代

 
■

3
0
歳
代

 
■

4
0
歳
代

 
■

5
0
歳
代

 
■

6
0
歳
以
上

 

ご
職
業

 
■
会
社
員

 
■
会
社
・
団
体
役
員

 
■
自
営
業

 
■
団
体
職
員

 
■
公
務
員

 

 
■
主
婦
業
（
主
夫
業
）

 
■
学
生

 
■
ア
ル
バ
イ
ト

 
■
無
職

 

 
■
そ
の
他
［

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
］

 

お
住
ま
い

 ■
岡
山
県

 
■
香
川
県

 
■
そ
の
他
［

 
 

 
 

 
 

 
 
都
・
道
・
府
・
県
／
海
外
］

 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

N
H

K
岡
山
放
送
局
／
岡
山
理
科
大
学

 総
合
情
報
学
部
・
経
営
学
部
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A.2 「企業アンケート」調査票 

 

 

 

 

 

  

          

N
H

K
岡
山
・
岡
山
理
科
大
学
共
同
調
査

 

「
瀬
戸
大
橋

 開
通

3
0
年
」

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

 
             


 

回
答
は
、
あ
て
は
ま
る
□
に

 
✔

 
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

 

［
 
］
や

 
 

 
に
は
、
具
体
的
な
内
容
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

 

率
直
な
ご
意
見
・
ご
指
摘
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 


 

回
答
で
き
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
空
白
の
ま
ま
で
結
構
で
す
。

 


 

回
答
は
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、
３
月

1
4
日
（
水
）
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

 


 

ご
回
答
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
本
調
査
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

 

  
 

 １
 
差
し
支
え
な
け
れ
ば
、
貴
社
名
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

 

 

 ２
 
貴
社
の
業
種
・
業
態
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。（

１
つ
に
✔
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
複
数
あ
る
場
合
は
、
主
た
る
業
種
・
業
態
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。）

 

 
1
.□

農
業

/
林
業

 
2
.□

漁
業

 
３

.□
鉱
業

/
採
石
業

 

 
4
.□

建
設
業

 

 
5
.□

製
造
業
（
飲
料
・
食
料
品
）

 
 6

.□
製
造
業
（
木
材
製
品
）

 
７

.□
製
造
業
（
パ
ル
プ
・
紙
）

 

 
8
.□

製
造
業
（
印
刷
）

 
 9

.□
製
造
業
（
石
油
・
化
学
）

 
1
0
.□

製
造
業
（
鉄
鋼
）

 

 
1
1
.□

製
造
業
（
機
械
）

 
 

1
2
.□

製
造
業
（
電
子
部
品
）

 
1
3
.□

製
造
業
（
輸
送
機
械
）

 

 
1
4
.□

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業

 
1
5
.□

情
報
通
信
業

 

 
1
6
.□

運
輸
業
（
鉄
道
）

 
1
7
.□

運
輸
業
（
道
路
旅
客
）

 
1
8
.□

運
輸
業
（
道
路
貨
物
）

 

 
1
9
.□

運
輸
業
（
水
運
）

 
2
0
.□

運
輸
業
（
航
空
）

 
2
1
.□

運
輸
業
（
倉
庫
）

 

 
2
2
.□

卸
売
業

 
2
3
.□

小
売
業

 

 
2
4
.□

銀
行
・
貸
金
業

 
2
5
.□

保
険
業

 
2
6
.□

不
動
産
業

 

 
2
7
.□

賃
貸
業

 
2
8
.□

研
究
機
関

 

 
2
9
.□

広
告
業

 
3
0
.□

宿
泊
業

 
3
1
.□

飲
食
業

 

 
3
2
.□

そ
の
他
［

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
］

 
  ３

 
貴
社
の
設
立
年
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。（

西
暦
を
数
字
に
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）

 

年
設
立

 

 ４
 
貴
社
の
従
業
員
数
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。（

１
つ
に
✔
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
）

 

 
1
.□

1
～

5
人

 
2
.□

6
～

2
0
人

 
３

.□
2

1
～

5
0
人

 

 
4
.□

5
1
～

1
0

0
人

 
5
.□

1
0

1
～

3
0

0
人

 
６

.□
3

0
1
人
以
上

 
  ５

 
貴
社
の
本
社
所
在
地
（
都
道
府
県
名
）
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

 

都
 道

 

府
 県

 

 ６
 
支
社

/支
店

/自
社
販
売
店
が
あ
れ
ば
、
そ
の
数
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。（
該
当
す
る
項
目
に
✔
を
入
れ
て
、
数
値
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。）

 

 
1
.□

本
社
の
み

 

 
2
.□

岡
山
県
内
［

 
 
社
／
店
］

 
 

 
□

岡
山
県
を
除
く
中
国
４
県
［

 
 
社
／
店
］

 

 
□

香
川
県
内
［

 
 
社
／
店
］

 
 

 
□

香
川
県
を
除
く
四
国
３
県
［

 
 
社
／
店
］

 

 
□

関
西
圏
内
［

 
 
社
／
店
］

 
 

 
□

首
都
圏
内

 
 

 
 

 
 
［

 
 
社
／
店
］

 

 
□

そ
の
他
道
府
県
［

 
 
社
／
店
］

 

 
／

 
 
｜
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 ７
 
貴
社
の
地
域
別
の
売
上
割
合
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。
（
合
計

1
0
割
に
な
る
よ
う
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
）

 

 
岡
山
県
内
で
の
売
上
割
合

 
［

 
 割
］

 
岡
山
県
を
除
く
中
国
４
県
で
の
売
上
割
合

 ［
 

 割
］

 
 

香
川
県
内
で
の
売
上
割
合

 
［

 
 割
］

 
香
川
県
を
除
く
四
国
３
県
で
の
売
上
割
合

 ［
 

 割
］

 
 

関
西
圏
で
の
売
上
割
合

 
［

 
 割
］

 
首
都
圏
で
の
売
上
割
合

 
［

 
 割
］

 
 

そ
の
他
国
内
で
の
売
上
割
合

 ［
 

 割
］

 
国
外
で
の
売
上
割
合

 
［

 
 割
］

 
  ８

-1
 
貴
社
の
瀬
戸
大
橋
の
業
務
利
用
頻
度
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。
流
通
事
業
者
に
自
社
製
品
の
流
通
を
依
頼
し
て
い
る

 

 
場
合
も
業
務
利
用
に
含
め
て
く
だ
さ
い
。
（
１
つ
に
✔
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。）

 

 
1
.□

ほ
ぼ
毎
日

 
2
.□

週
に
数
回
程
度

 
3
.□

月
に
数
回
程
度

 

 
4
.□

年
に
数
回
程
度

 
5
.□

ま
れ
に
利
用
す
る

 
6
.□

利
用
し
な
い

 

 ８
-２

 
貴
社
の
岡
山
県
・
香
川
県
間
の
船
舶
の
業
務
利
用
頻
度
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。
流
通
事
業
者
に
自
社
製
品
の

 

 
流
通
を
依
頼
し
て
い
る
場
合
も
業
務
利
用
に
含
め
て
く
だ
さ
い
。
（
１
つ
に
✔
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
）

 

 
1
.□

ほ
ぼ
毎
日

 
2
.□

週
に
数
回
程
度

 
3
.□

月
に
数
回
程
度

 

 
4
.□

年
に
数
回
程
度

 
5
.□

ま
れ
に
利
用
す
る

 
6
.□

利
用
し
な
い

 

 ８
-3

 
岡
山
県
・
香
川
県
の
瀬
戸
大
橋
・
船
舶
の
業
務
利
用
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
を
使
い
分
け
て
い
る
場
合
は
、

 

 
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 
 

 

   ８
-4

 
貴
社
の
瀬
戸
内
海
対
岸
へ
の
業
務
利
用
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
利
用
頻
度
の
高
い
ル
ー
ト
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

 

（
１
つ
に
✔
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。）

 

 
1
.□

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
（
瀬
戸
大
橋
）

 
2
.□

Ｊ
Ｒ
瀬
戸
大
橋
線
（
瀬
戸
大
橋
）

 

 
3
.□

西
瀬
戸
自
動
車
道
（
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
）

 
4
.□

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
（
明
石
海
峡
大
橋
＋
大
鳴
門
橋
）

 

 
5
.□

船
舶
・
フ
ェ
リ
ー

 
6
.□

そ
の
他
［

 
 

 
 

 
 

 
 
］

 

９
 
瀬
戸
大
橋
の
料
金
が
、
貴
社
の
企
業
活
動
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
、
プ
ラ
ス
の
面
と
マ
イ
ナ
ス
の
面
を
そ
れ
ぞ
れ
お
書
き

く
だ
さ
い
。
瀬
戸
大
橋
（
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
）
の
利
用
料
金

は
、
た
と
え
ば
、
右
表
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
ま
す
。

 

プ
ラ
ス
の
面
：

 

  

マ
イ
ナ
ス
の
面
：

 

 

 

瀬
戸
大
橋
利
用
料
金
の
変
遷
の
例
（
早
島
－
坂
出
間
）
 

年
 

普
通
乗
用
車
（
平
日

 片
道
）

 

通
常
料
金

 
E
T
C
利
用
料
金

 

～
1
9
9
7
年

 
6
,6

2
0
円

 
－

 

1
9
9
8
年
～

2
0
0
3
年

 
4
,6

0
0
円

 
－

 

2
0
0
3
年
～

2
0
0
9
年

 
4
,1

0
0
円

 
3
,8

7
4
円

 

2
0
0
9
年
～

2
0
1
4
年

 
4
,1

0
0
円

 
2
,8

7
0
円

 

2
0
1
4
年
～
現
在

 
4
,2

2
0
円

 
2
,2

7
0
円

 

 

合
計

1
0
割

 

 

1
0

 
貴
社
は
瀬
戸
内
海
対
岸
で
の
企
業
活
動
に
お
い
て
、
以
下
の
各
項
目
を
ど
の
程
度
重
要
視
し
ま
す
か
。

4
段
階
で

 

 
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

 
ま
た
、
各
項
目
に
対
す
る
瀬
戸
大
橋
の
影
響
度
を
、
「
現
在
」
と
「

1
0
年
前
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

4
段
階
で
お
答

 

え
く
だ
さ
い
。
影
響
が
少
し
で
も
あ
る
（「

非
常
に
」「

あ
る
程
度
」「

あ
ま
り
」
）
場
合
、
そ
の
影
響
が
好
影
響
か
悪
影
響
か

に
つ
い
て
も
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
 

項
 

 
 
目

 

企
業
活
動
等
に

 

お
け
る
重
要
度

 

瀬
戸
大
橋
の
影
響
度

 

現
 

 
在

 
1

0
年
前

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非 常 に 重 要 で あ る 

あ る 程 度 重 要 で あ る 

あ ま り 重 要 で な い 

全 く 重 要 で な い 

非 常 に 影 響 が あ る 

あ る 程 度 影 響 が あ る 

あ ま り 影 響 が な い 

全 く 影 響 が な い 

好 影 響 

悪 影 響 

非 常 に 影 響 が あ っ た 

あ る 程 度 影 響 が あ っ た 

あ ま り 影 響 が な か っ た 
全 く 影 響 が な か っ た 

好 影 響 

悪 影 響 

（
記
入
例
）

 
瀬
戸
内
海
対
岸
で
の
○
○

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 

瀬
戸
内
海
対
岸
へ
の

 
モ
ノ
の
輸
送

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 

瀬
戸
内
海
対
岸
へ
の

 
日
常
業
務
で
の
人
の
移
動

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 

瀬
戸
内
海
対
岸
で
の

 
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
市
場
の
開
拓

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 

瀬
戸
内
海
対
岸
で
の

 
人
材
確
保

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 

瀬
戸
内
海
対
岸
の

 
競
合
他
社
の
動
向

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 

瀬
戸
内
海
対
岸
で
の

 
仕
入
先
の
開
拓
・
確
保

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 

瀬
戸
内
海
対
岸
で
の

 
事
業
収
益
の
拡
大

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 
□

 

 1
1

 
開
通

3
0
周
年
を
迎
え
る
瀬
戸
大
橋
に
つ
い
て
、
貴
社
に
と
っ
て
の
存
在
意
義
と
そ
の
理
由
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

 

  1
2

 
今
後
も
あ
り
つ
づ
け
る
瀬
戸
大
橋
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
・
要
望
等
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

 

 

✔
 

✔ 
✔ 

✔ 

以
上
、
ご
回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

✔ 
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B 最終発表会パワーポイント 

 

 街頭調査（1000人アンケート）分析担当班 

1. 回答者の様相（フェイスシートの分析） 

2. 瀬戸大橋の利用（Q1の分析） 

3. 瀬戸大橋を経由した観光（Q2，Q3の分析） 

4. 県外へのショッピング（Q4の分析） 

5. 交通手段の評価項目に対する重要度と瀬戸大橋での実現度（Q5の分析） 

6. 瀬戸大橋の存在意義（Q6の分析） 

 

 企業調査（1000社アンケート）分析担当班 

1. 企業調査：瀬戸大橋 30周年企業アンケート結果報告（質問 1～8，10の分析）  

2. 企業調査：瀬戸大橋 30周年 NHK岡山放送局合同 PBL（質問 8～10，11の分析）  

3. 企業調査：瀬戸大橋の存在（質問 9，12の分析，街頭調査の Q6も一部含む） 

4. 瀬戸大橋の存在意義と活用アイデア・要望（質問 11，12の分析） 

 

 

 



瀬
⼾
⼤
橋
に
関
す
る
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

（
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
の
単
純
集
計
結
果
）

街
頭
調
査
実
施
日
時
・
場
所
・
担
当

調
査
個
所

第
1回

目
調
査

第
2回

目
調
査

第
3回

目
調
査

岡
山
駅
後
楽
園
口

2月
17
日
（
土
）

松
村
ゼ
ミ

2月
18
日
（
日
）

森
ゼ
ミ
・
2年

Ｂ
2月

19
日
（
月
）

三
原
・
鷲
見
ゼ
ミ

倉
敷
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

2月
18
日
（
日
）

鷲
見
ゼ
ミ
・
2年

Ａ
2月

20
日
（
火
）

2年
Ｂ

2月
24
日
（
土
）

⼤
藪
・
清
野
ゼ
ミ

高
松
駅
構
内

2月
20
日
（
火
）

⼤
藪
ゼ
ミ
・
清
野
ゼ
ミ

2月
21
日
（
水
）

2年
Ａ

2月
24
日
（
土
）

森
ゼ
ミ
・
2年

Ｂ
丸
⻲
町
商
店
街

2月
17
日
（
土
）

森
ゼ
ミ
・
2年

Ｂ
2月

20
日
（
火
）

森
ゼ
ミ

2月
25
日
（
日
）

山
口
・
村
松
ゼ
ミ

与
島
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

2月
17
日
（
土
）

鷲
見
ゼ
ミ
・
2年

Ａ
2月

18
日
（
日
）

山
口
・
村
松
ゼ
ミ

2月
25
日
（
日
）

山
口
・
村
松
ゼ
ミ

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
：

１
，
３
２
９
人
（
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
デ
ー
タ
数
）

調
査
で
頑
張
っ
た
み
な
さ
ん
：

学
生

全
１
５
回
の
調
査
で
延
べ
１
０
５
人
が
参
画

教
員

同
じ
く

延
べ

１
５
人
が
参
画

岡
山
駅

丸
⻲
商
店
街

高
松
駅

倉
敷
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト

与
島
PA

調
査
地
点
別
回
答
者
数

調
査
地
点

回
答
者
数

岡
山
駅

26
0

丸
⻲
商
店
街

28
3

高
松
駅

25
0

倉
敷
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

27
4

与
島
PA

26
2

総
計

1,
32
9

街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
−
１

19
歳
以
下

11
%

20
歳
代

24
%

30
歳
代

11
%

40
歳
代

17
%

50
歳
代

16
%60

歳
代
以
上

19
%

回
答
者
の
年
齢
層
に
よ
る
集
計

男
性

女
性

無
回
答

67
8
63
2

19

1,
32
9人

総
数
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街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
−
２

会
社
員

39
%

学
生

19
%

主
婦
・
主
夫

14
%

無
職 5%自
営
業

6%

公
務
員

5%

会
社
・
団
体
役
員

4%

パ
ー
ト
ア
ル
バ

イ
ト 4%

職
業
に
よ
る
回
答
者
の
比
率

関
東
甲
信
越
以
遠

2%
首
都
圏

4%

中
部
北
陸

2%

近
畿

10
%

岡
山
県

31
%

岡
山
県
除
く
中
国

9%

香
川
県

28
%

香
川
県
除
く
四
国

9%

九
州
沖

縄 2%

無
回
答

3%
居
住
地
に
よ
る
回
答
者
の
比
率
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瀬
⼾

⼤
橋

30
周

年
記

念
合

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
２
年
Aグ

ル
ー
プ

⻄
江
克
起

近
藤
南
美

木
村
里
菜

石
田
桜
花

矢
野
稜
人

坂
本
将
希

明
ら

か
に

し
た

い
こ

と
瀬
⼾
⼤
橋
の
周
辺
に
居
住
す
る
人
々
と
瀬
⼾
⼤
橋
と
の

関
わ
り
を
、
交
通
手
段
・
利
用
目
的
・
利
用
頻
度
・

目
的
地
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

２
年
Aグ

ル
ー
プ

⻄
江
克
起

近
藤
南
美

木
村
里
菜

石
田
桜
花

矢
野
稜
人

坂
本
将
希

Q1
(1

)
瀬

⼾
⼤

橋
の

利
⽤

頻
度

37
4

23
4

52
0

12
6

27
13

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

利
用
し
て
い
な
い

1回
だ
け

2〜
3回

月
に
1回

週
2回

以
上

毎
週
1回

人

Q1
(2

)
⼀

番
最

近
、

瀬
⼾

⼤
橋

を
利

⽤
し

た
と

き
は

？

20
2

82

15
0

16
1

17
4

14
0

05010
0

15
0

20
0

25
0

今
日

1週
間
前

1ヶ
月
前

3ヶ
月
前

半
年
前

1年
前

人
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Q1
(3

)
⼀

番
最

近
、

瀬
⼾

⼤
橋

を
利

⽤
し

た
と

き
の

目
的

地

34
2 25

4

51
46

40
37

29
20

14
13

13
10

6
3

3
3

2
2

2
2

1
1

1
1

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

香 川 県

岡 山 県

高 知 県

愛 媛 県

⼤ 阪 府

広 島 県

徳 島 県

兵 庫 県

鳥 取 県

京 都 府

東 京 都

福 岡 県

島 根 県

愛 知 県

埼 玉 県

神 奈 川 県

岐 阜 県

山 口 県

滋 賀 県

石 川 県

佐 賀 県

静 岡 県

長 崎 県

長 野 県

人

Q1
(4

) 瀬
⼾

⼤
橋

利
⽤

時
の

交
通

⼿
段

の
中

で
も

っ
と

も
よ

く
使

う
⼿

段
は

？

29
5

51
0

27
57

11
0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

JR
自
家
用
車

業
務
用
自
動
車

高
速
バ
ス

そ
の
他

人

Q1
(5

)瀬
⼾

⼤
橋

利
⽤

時
の

使
っ

た
こ

と
が

あ
る

交
通

⼿
段

は
？

56
9

73
7

23
5

76
15

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

JR
自
家
用
車

高
速
バ
ス

業
務
用
自
動
車

そ
の
他

人

Q1
(6

)過
去

1年
間

の
瀬

⼾
⼤

橋
の

利
⽤

目
的

81

42
9

23
5

14
7

13
0

19
9

15
8

3
6

17
6

14

74

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

瀬 ⼾ ⼤ 橋 自 体 の 観 光

瀬 ⼾ ⼤ 橋 以 外 の 観 光

買 い 物

食 事
そ の 他 余 暇

通 学
通 勤

仕 事 上 の 用 事

介 護
病 院 等 へ の 通 院

親 族 友 人 訪 問

帰 省
そ の 他

人
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そ
の

他
の

目
的

転
勤

四
国
4県

の
観
光

展
覧
会
巡
り

ラ
イ
ブ

釣
り

あ
る
活
動
を
参
加
す
る
た
め

試
合

登
山

レ
ジ
ャ
ー

お
遍
路

部
活

入
試

引
っ
越
し

お
墓
参
り

就
活
、
受
験

墓
参
り

花
火

ゴ
ル
フ

出
張

娘
の
転
居
の
為
の
住
む
所
探
し

観
光
（
香
川
）

コ
ン
サ
ー
ト
行
き

初
め
て

野
球
の
試
合

講
習
会

ボ
ー
ト

商
用

友
人
の
結
婚
式

祭
り

マ
ラ
ソ
ン
⼤
会

占
い

旅
行

⼤
会

Ｑ
１

（
１

）
居

住
地

別
瀬

⼾
⼤

橋
利

⽤
頻

度

10
3

50

21

18
5

79

37

19

94

17
5

19
0

61

82

35

69

11

9

5

5

2

9

15

3

0
50

10
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

岡
山

香
川

そ
の
他
四
国
地
方

そ
の
他
都
道
府
県 利
用
し
て
い
な
い

1回
だ
け

2〜
3回

月
に
1回

毎
週
1回

週
2回

以
上

Ｑ
１

（
３

）
四

国
の

居
住

者
の

瀬
⼾

⼤
橋

利
⽤

時
の

目
的

地

36

27

15
12

33

2
1

3
1

17

3
1

16

2
01020304015
0

岡
山
県

⼤
阪
府

広
島
県

兵
庫
県

香
川
県

人

目
的
地

香
川

愛
媛

徳
島

高
知

16
2

Ｑ
３

（
１

）
香

川
居

住
者

の
岡

山
以

外
を

目
的

と
し

た
橋

利
⽤

58

68

8

48

010203040506070

JR
瀬
⼾
⼤
橋
線

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

西
瀬
戸
自
動
車
道

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

人
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出
発
IC

到
着
IC

経
由

休
日
料
金

平
日
料
金

距
離

所
要
時
間

摘
要

高 松 中 央

岡 山
瀬
⼾
⼤
橋

¥2
,8
50

¥3
,5
50

79
.3
km

58
分

広 島
瀬
⼾
⼤
橋

¥4
,8
10

¥6
,3
60

20
1k
m

14
0分

し
ま
な
み
海
道

¥6
,2
10

¥8
,5
20

27
5k
m

22
3分

一
般
道
使
用

宝 塚
瀬
⼾
⼤
橋

¥4
,1
40

¥5
,2
20

23
1k
m

16
1分

神
⼾
淡
路

鳴
門
自
動
車
道

¥4
,8
10

¥6
,2
30

18
5k
m

14
2分

松 山
宝 塚

瀬
⼾
⼤
橋

¥5
,9
30

¥7
,8
00

33
6k
m

22
8分

し
ま
な
み
海
道

¥7
,1
20

¥9
,6
60

33
8k
m

25
7分

一
般
道
使
用

神
⼾
淡
路

鳴
門
自
動
車
道

¥7
,4
50

¥9
,4
50

32
7k
m

23
8分

参
考
：
高
松
中
央
IC
か
ら
各
地
へ
の
有
料
道
路
料
金
（
松
山
IC
か
ら
宝
塚
IC
へ
の
料
金
）

料
金
は
普
通
車
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
料
金
を
参
照

出
典
：
ネ
ク
ス
コ
⻄
日
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報
か
ら
加
⼯

Ｑ
１

（
3）

四
国

以
外

の
居

住
者

の
瀬

⼾
⼤

橋
利

⽤
時

の
四

国
内

の
目

的
地

30

20

30
35

2
8

14

1
2

3

40

9
4

7
15

1

13

1
1

0102030405015
0

香
川
県

愛
媛
県

徳
島
県

高
知
県

人

目
的
地

岡
山

広
島

そ
の
他
中
国
地
方

近
畿
地
方

関
東
地
方

そ
の
他

20
4

Ｑ
３

（
１

）
近

畿
地

方
居

住
者

の
橋

利
⽤

24

47

54

11

0102030405060

JR
瀬
⼾
⼤
橋
線

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

西
瀬
戸
自
動
車
道

人

Q１
(5

)瀬
⼾

⼤
橋

利
⽤

時
の

JR
と

自
家

⽤
車

の
利

⽤
者

数

JR
14
1

自
家
用
車

12
7

香
川
か
ら

岡
山
へ

JR
11
2

自
家
用
車

17
4

岡
山
か
ら

香
川
へ

香
川
か
ら
岡
山
に
行
く
場
合

は
JR
が
多
い

岡
山
か
ら
香
川
に
行
く
場
合

は
自
家
用
車
が
多
い
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Ｑ
１

（
１

）
瀬

⼾
⼤

橋
利

⽤
時

の
交

通
⼿

段
と

利
⽤

頻
度

の
関

係
10
7

33
1

10
0

9

22

73

25
8

81

5

17

47

13
3

35

2 99

34

24

4 44

20

5

0
50

10
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

1回
だ
け

2〜
3回

月
に
1回

毎
週
1回

週
2回

以
上

JR
自
家
用
車

高
速
バ
ス

業
務
用
自
動
車

そ
の
他

中
国

銀
行

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
・

岡
山

経
済

研
究

所
が

岡
山

・
香

川
県

⺠
に

行
っ

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

調
査

山
陽
新
聞
さ
ん
デ
ジ

20
18
年
3月

12
日
掲
載

ht
tp
://
ww

w.
sa
ny
on
ew
s.j
p/
ar
tic
le
/6
82
26
3

橋
を
通
行
す
る
時
の
交
通
手
段

自
家
用
車
：

岡
山

７
７
％

香
川

５
７
％

Ｊ
Ｒ
瀬
⼾
⼤
橋
線
：

岡
山

１
３
％

香
川

３
１
％

Ｑ
１

（
４

）
（

６
）

居
住

地
が

岡
山

の
人

の
交

通
⼿

段
別

目
的

6 25 31

28 38 66

10

26

36

12 54 66

6

29

35

9

5

141

1 2

10

21 31

1 1

17 39 56

10 21 31

0%
10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

JR

自
家
用
車

合
計

瀬
⼾
⼤
橋
自
体
の
観
光

瀬
⼾
⼤
橋
以
外
の
観
光

買
い
物

食
事

そ
の
他
余
暇

通
学

通
勤

仕
事
上
の
用
事

介
護

病
院
等
へ
の
通
院

親
族
友
人
訪
問

そ
の
他

居
住

地
が

香
川

の
人

の
交

通
⼿

段
別

目
的

6 3 9

55

4

59

62

59

12
1

23

10

33

26 22 48

3 1 45 1 6

38 21 59

4 1 5

41 26 67

13 7 20

0%
10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

JR

自
家
用
車

合
計

瀬
⼾
⼤
橋
自
体
の
観
光

瀬
⼾
⼤
橋
以
外
の
観
光

買
い
物

食
事

そ
の
他
余
暇

通
学

通
勤

仕
事
上
の
用
事

介
護

病
院
等
へ
の
通
院

親
族
友
人
訪
問

そ
の
他
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中
国

銀
行

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
・

岡
山

経
済

研
究

所
が

岡
山

・
香

川
県

⺠
に

行
っ

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

調
査

岡
山
は

「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
」
７
２
％

「
帰
省
・
知
人
訪
問
」
１
３
％

「
出
張
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
８
％

な
ど

香
川
は

「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
」
５
５
％
、

「
帰
省
・
知
人
訪
問
」
１
５
％
。

「
買
い
物
」
１
４
％

な
ど

瀬
⼾
⼤
橋
を
使
う
主
目
的

山
陽
新
聞
さ
ん
デ
ジ

20
18
年
3月

12
日
掲
載

ht
tp
://
ww

w.
sa
ny
on
ew
s.j
p/
ar
tic
le
/6
82
26
3

ま
と

め
瀬

戸
大

橋
の

利
用

頻
度

香
川

県
の

人
は

、
月

1
回

以
上

岡
山

県
側

へ
の

利
用

頻
度

が
他

の
地

域
よ

り
高

い
こ

と
が

分
か

っ
た

。

瀬
戸

大
橋

の
利

用
手

段

J
R
を

使
う

人
が

香
川

県
で

は
多

く
、

今
回

の
調

査
と

岡
山

経
済

研
究

所
で

同
じ

傾
向

が
確

認
で

き
た

。
Q
1
(
1
)
で

明
ら

か
に

な
っ

た
月

1
回

以
上

の
利

用
者

の
J
R
利

用
率

の
高

さ
か

ら
定

期
的

に
用

事
が

あ
る

人
が

使
っ

て
い

る
の

で
は

と
推

測
さ

れ
る

。

瀬
戸

大
橋

利
用

の
目

的
地

香
川

県
の

人
は

、
岡

山
・

広
島

・
神

戸
・

大
阪

に
行

く
場

合
、

瀬
戸

大
橋

を
利

用
す

る
人

が
多

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

他
の

橋
と

比
べ

て
瀬

戸
大

橋
を

利
用

す
る

ほ
う

が
料

金
、

距
離

な
ど

の
利

点
が

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。

瀬
戸

大
橋

の
利

用
目

的

瀬
戸

大
橋

を
利

用
す

る
岡

山
県

・
香

川
県

の
人

は
、

観
光

レ
ジ

ャ
ー

目
的

が
過

半
数

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
瀬

戸
大

橋
は

観
光

レ
ジ

ャ
ー

に
と

っ
て

欠
か

せ
な

い
も

の
に

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
香

川
県

側
で

は
、

買
い

物
を

目
的

と
し

て
利

用
す

る
人

が
多

く
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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瀬
⼾
⼤
橋
３
０
周
年

NH
K岡

山
放
送
局
協
働
PB
L

鷲
見

ゼ
ミ

平
方

拓
也

田
中

拓
海

原
田

健
太

郎
友

浦
安

純
田

坂
理

州
造

豊
岡

大
直

今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と

•岡
山

と
香

川
と

の
人

々
の

意
識

の
違

い

•観
光

と
の

関
連

が
深

い
「

与
島

PA
」

で
の

調
査

結
果

か
ら

の
傾

向

•瀬
⼾

大
橋

を
含

む
３

架
橋

と
JR

利
用

の
傾

向

•瀬
⼾

大
橋

へ
の

期
待

度
(観

光
資

源
と

し
て

の
可

能
性

）

街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
Q2
の
集
計

Q2
過

去
1年

間
で

瀬
⼾

大
橋

を
経

由
し

て
観

光
さ

れ
た

方
に

伺
い

ま
す

。
(1

)一
番

最
近

の
観

光
で

の
目

的
地

は
？

複
数

回
答

）

岡
山

市
内

, 2
09

, 3
1%

そ
の

他
倉

敷
, 1

14
, 

17
%

関
⻄

, 7
4,

 1
1%

広
島

市
, 6

4,
 1

0%

そ
の

他
中

国
地

方
, 4

3,
 6

%

そ
の

他
岡

山
県

内
, 3

8,
 6

%

尾
道

市
, 3

8,
 6

%

児
島

地
域

, 3
1,

 5
%

九
州

沖
縄

, 2
2,

 
3%

福
山

市
, 1

4,
 

2%
中

部
以

東
, 1

1,
 2

%
海

外
, 4

, 1
%

本
州

側
へ

の
旅

行
の

集
計

デ
ー

タ
数

66
2

高
松

市
, 1

68
, 3

2%

高
知

県
, 8

4,
 1

6%

愛
媛

県
, 8

0,
 1

6%

琴
平

町
, 7

0,
 1

4%

そ
の

他
香

川
県

内
, 6

4,
 

12
%

徳
島

県
, 5

4,
 1

0%

四
国

側
へ

の
旅

行
の

集
計

デ
ー

タ
数

52
0

街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
Q2
の
集
計

Q2
過

去
1年

間
で

瀬
⼾

大
橋

を
経

由
し

て
観

光
さ

れ
た

方
に

伺
い

ま
す

。
(2

)一
番

最
近

、
瀬

⼾
大

橋
を

使
っ

た
観

光
の

旅
行

期
間

は
？

日
帰

り
, 3

96
, 5

3%
1泊

2日
, 2

32
, 3

1%

2泊
3日

, 8
9,

 1
2%

3泊
4日

以
上

, 3
2,

 4
%

64



街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
Q2
の
集
計

Q2
過

去
1年

間
で

瀬
⼾

大
橋

を
経

由
し

て
観

光
さ

れ
た

方
に

伺
い

ま
す

。
(3

)瀬
⼾

大
橋

の
観

光
⾯

で
の

期
待

度
？

（
各

項
目

に
つ

い
て

4段
階

で
お

答
え

く
だ

さ
い

）

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

与
島

PA
期

待
度

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

瀬
⼾

大
橋

周
辺

の
観

光
施

設
の

期
待

度

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

瀬
⼾

大
橋

の
巨

大
さ

美
し

さ

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0瀬
⼾

大
橋

か
ら

の
景

観

期
待

以
上

期
待

通
り

期
待

以
下

期
待

し
な

い
わ

か
ら

な
い

街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
Q3
の
集
計

Q3
過

去
1年

間
で

本
州

か
ら

四
国

へ
、

あ
る

い
は

四
国

か
ら

本
州

へ
観

光
さ

れ
た

方
に

伺
い

ま
す

。
(1

)一
番

最
近

の
旅

行
で

利
用

し
た

経
路

は
？

（
利

用
し

た
経

路
す

べ
て

に
✔

し
て

く
だ

さ
い

）

15

11
9

21
2

29
2

60
8

0
10

0
20

0
30

0
40

0
50

0
60

0
70

0

飛
行

機
ま

た
は

フ
ェ

リ
ー

⻄
瀬

⼾
⾃

動
⾞

道
（

瀬
⼾

内
し

ま
な

み
海

道
）

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
（
明
石
海
峡
大
橋

+大
鳴
門
橋
）

JR
瀬
戸
大
橋
線
（
瀬
戸
大
橋
）

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
（
瀬
戸
大
橋
）

デ
ー

タ
数

：
1,

24
6

街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
Q3
の
集
計

Q3
過

去
1年

間
で

本
州

か
ら

四
国

へ
、

あ
る

い
は

四
国

か
ら

本
州

へ
観

光
さ

れ
た

方
に

伺
い

ま
す

。
(2

)
そ

の
ル

ー
ト

を
利

用
さ

れ
た

理
由

を
お

書
き

く
だ

さ
い

0
20

40
60

80
10

0
12

0
14

0
16

0
18

0
観

光
距

離
が

近
い

利
便

性
が

高
い

目
的

地
親
戚
家
族
友
人

ク
ル

マ
の

移
動

趣
味

・
食

事
日

常
の

足
安

価
で

あ
る

か
ら

Ｊ
Ｒ

高
速

バ
ス

仕
事

の
た

め
買

い
物

目
的

目
的

地
へ

の
手

段
景

色
(空

白
)

そ
の

他
な

し
効

率
的

他
の

選
択

肢
が

な
い

ク
ル

マ
が

な
い

か
ら

Ｊ
Ｒ

ナ
ビ

ゲ
―

シ
ョ

ン
ど

お
り

Ｊ
Ｒ

が
便

利
通

学
・

通
勤

遠
い

か
ら

Ｊ
Ｒ

の
割

引
が

あ
る

か
ら

安
全

き
れ

い
集

計

集
計

観
光
と
の
関
連
が
深
い
「
与
島
PA
」
で
の
調
査
結
果
か
ら
の
傾
向

0
5

10
15

20
25

30
35

40

19
歳

以
下

20
歳

代

30
歳

代
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観
光

食
事

そ
の
他
余
暇

通
学
、
通
勤

仕
事
上
の
⽤
事

病
院
な
ど
へ
の
通
院

親
族
友
人
訪
問

73



倉
敷
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
人
は
、

客
層
の
お
よ
そ
2割
は
四
国
か
ら
来
た
人
で
あ
る

買
い
物
を
メ
イ
ン
の
目
的
に
し
て
来
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
分
か
っ
た

丸
⻲
商
店
街
で
買
い
物
を
す
る
人
は
、

客
層
の
9割
が
四
国
か
ら
来
た
人
で
あ
る

観
光
以
外
に
も
仕
事
や
知
人
に
会
う
つ
い
で
に
買
い
物
を
し
て

い
る

こ
と
が
分
か
っ
た

ゼ
森

ゼ
ミ

74



1

街
頭
調
査
の
最
終
報
告

2年
Bグ

ル
ー
プ

瀬
⼾
⼤
橋
開
通
30
年

PB
L

20
18
/3
/1
9

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

2

本
日
の
内
容

1.
明
ら
か
に
し
た
い
こ
と

2.
分
析
結
果

3.
結
論

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

3

１
．
明
ら
か
に
し
た
い
こ
と

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

4

1.
明
ら
か
に
し
た
い
こ
と

・
世
代
間
で
瀬
⼾
⼤
橋
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
違
い
が
あ
る
の
か
︖

・
岡
⼭
と
⾹
川
の
⼈
の
瀬
⼾
⼤
橋
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
違
い
が
あ
る
か
︖

→
利
⽤
し
た
⼈
と
利
⽤
し
て
な
い
⼈
で
イ
メ
ー
ジ
に
違
い
が
あ
る
か
︖

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9
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5

2.
分
析
結
果

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

6
PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

料
⾦
と
時
間
の
重
要
度
が
⾼
い

7
20
18
/3
/1
9

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

所
要
時
間
が
実
現
し
て
い
る

8

世
代
ご
と
の
特
徴
を
⾒
て
い
く

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

76



9

19
歳
以
下

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

10

20
歳
代

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

11

30
歳
代

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

12

40
歳
代

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

77



13

50
歳
代

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

14
20
18
/3
/1
9

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

60
歳
以
上

15

瀬
⼾
⼤
橋
が
で
き
た
後
の
世
代
（
40
歳
未
満
）

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

16

瀬
⼾
⼤
橋
が
で
き
る
前
の
暮
ら
し
を
知
る
世
代
（
40
歳
以
上
） PB

L/
瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

78



17

瀬
⼾
⼤
橋
が
で
き
る
前
後
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

18

岡
⼭
と

⾹
川
と

岡
⼭
・
⾹
川
以
外

で
み
て
い
く

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

19

岡
⼭
県

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

20

⾹
川
県

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9
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21

岡
⼭
・
⾹
川
以
外
の
都
道
府
県

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

22

岡
⼭
と
⾹
川
と
岡
⼭
・
⾹
川
以
外

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

23

利
⽤
し
た
⼈
利
⽤
し
て
い
な
い
⼈
で
み
て
い
く

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

24

岡
⼭
、
⾹
川
、
岡
⼭
・
⾹
川
以
外
の
利
⽤
し
た
⼈

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9
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25

岡
⼭
、
⾹
川
、
岡
⼭
・
⾹
川
以
外
の
利
⽤
し
て
な
い
⼈

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

26

3.
結
論

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

27

世
代
間
で
瀬
⼾
⼤
橋
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
違
い
が
あ
る
か
︖

→
40
歳
未
満
は
交
通
⼿
段
を
利
⽤
す
る
際
に
利
便
性
を
求
め
て
い
る
傾
向
が
あ
る

40
歳
未
満
の
方
が
【
所
要
時
間
】
【
料
⾦
】
【
周
辺
の
施
設
】
を
重
要
と
考
え
て
い
る

40
歳
以
上
の
方
が
【
地
域
の
経
済
効
果
】
【
地
域
間
の
交
流
】
を
重
要
と
考
え
て
い
る

→
交
通
⼿
段
以
外
に
も
役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

40
歳
以
上
の
方
が
全
体
的
に
実
現
度
の
評
価
が
低
い

→
瀬
⼾
⼤
橋
に
期
待
し
て
い
る
が
、
思
っ
て
い
た
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
な
い PB

L/
瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

28

岡
⼭
と
⾹
川
の
⼈
の
瀬
⼾
⼤
橋
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
違
い
が
あ
る
か
︖

【
料
⾦
】
【
所
要
時
間
】
【
周
辺
施
設
】
の
重
要
度
に
差
は

な
い
が
、

実
現
度
に
は
、
差
が
あ
る
傾
向
が
あ
る

【
地
域
間
の
交
流
】
【
地
域
の
経
済
効
果
】
の
重
要
度
の
差
は
あ

る
が
、
実
現
度
に
は
差
が
な
い
傾
向
が
あ
る

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9
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29

利
⽤
し
た
⼈
に
は

岡
⼭
・
⾹
川
と
岡
⼭
・
⾹
川
以
外
を
分
け
た
場
合
特
に
違
い
は
な
い

利
⽤
し
て
な
い
⼈
に
は

【
料
⾦
】
【
周
辺
施
設
】
に
差
が
あ
る

岡
⼭
と
⾹
川
の
⼈
の
瀬
⼾
⼤
橋
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
違
い
が
あ
る
か
︖

→
利
⽤
し
た
⼈
と
利
⽤
し
て
な
い
⼈
で
イ
メ
ー
ジ
に
違
い
が
あ
る
か
︖

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9

今
後
、
瀬
⼾
⼤
橋
を
観
光
資
源
と
し
て
み
る
な
ら
、
岡
⼭
・
⾹
川

よ
り
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
⼈
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ほ
う
が
い
い

30

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
した

PB
L/

瀬
戸
大
橋
開
通
30

周
年

20
18
/3
/1
9
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瀬
戸
大
橋
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

森
ゼ
ミ

I1
4V

01
8

角
本
嘉
基

使
用
デ
ー
タ

•
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
13

25
件

–
Q
6自

由
記

述
71

3件
•
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
23

1件
–
Q
8-
3自

由
記

述
45

件

–
Q
9自

由
記

述
•
プ
ラ
ス
の
面

13
2件

•
マ
イ
ナ
ス
の

面
83

件

–
Q
11

自
由

記
述

12
7件

–
Q
12

自
由

記
述

10
5件

街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析

対
応

分
析

83



対
応

分
析

（
年

齢
別

）
対

応
分

析
（
職

業
別

）

対
応

分
析

（
住

ま
い
別

）
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

84



共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
年
齢
別
）

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
職
業
別
）

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
住
ま
い
別
）

街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め

•
全
体
的

に
料
金

に
関
す
る
回

答
が

多
い

•
香

川
県

の
人

の
方

が
瀬

戸
大

橋
を
必

要
だ
と
い
う

回
答
が

多
い

85



瀬
⼾
⼤
橋
30
周
年
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
チ
ー
ム

0%5%10
%

15
%

20
%

25
%

30
%

05101520253035404550

岡
山
県
回
答
企
業
数

香
川
県
回
答
企
業
数

岡
山
企
業
数
比
率

(％
)

香
川
企
業
数
比
率

(％
)

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
の
業
種
分
布

業
種
別
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
数

ア ン ケ ー ト 回 答 企 業 数 （ 件 ）

実 際 の 企 業 数 （ ％ ）

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数
は
、

岡
山
県
企
業
15
1先

（
送
付
50
5先

回
収
率
29
.9
%
）
、
香
川
県
企
業
13
1件

（
49
5先

回
収
率
26
.5
%
）
と
な
っ
て
い
る
。

(上
記
以
外
に
、
香
川
県
企
業
と
し
て
送
付
し
た
1社

に
つ
い
て
、
親
会
社
の
愛
媛
県
企
業
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
)

業
種
別
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
数
で
は
、
実
際
の
岡
山
・
香
川
県
内
企
業
数
の
割
合
と
比
べ
て
建
設
業
・
製
造
業
・
運
輸
業
か
ら
の
回
答

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

出
所
）
20
18
NH

K岡
山
放
送
局
岡
山
理
科
大
学
経
営
学
部
瀬
⼾
大
橋
30
年
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
・
総
務
省
「
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査
」

010203040506070809010
0

1〜
5人

6〜
20
人

21
〜
50
人

51
〜
10
0人

10
1〜

30
0人

30
1人

以
上

無
回
答

岡
山
県
本
社

香
川
県
本
社

総
計

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
の
設
立
年
代
・
従
業
員
数

0510152025303540

岡
山
県
本
社

香
川
県
本
社

設
立
年
代
別

従
業
員
数

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
の
設
立
年
別
で
は
、
岡
山
県
は
19
60
年
代
が
最
も
多
く
、
香
川
県
は
瀬
⼾
大
橋
が
開
通
し
た
19
80
年
代
が
最
も
多

く
な
っ
て
い
る
。

出
所
）
20
18
NH

K岡
山
放
送
局
岡
山
理
科
大
学
経
営
学
部
瀬
⼾
大
橋
30
年
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

051015202530354045

19
39
年
以
前

19
40
年
代

19
50
年
代

19
60
年
代

19
70
年
代

19
80
年
代

19
90
年
代

20
00
年
代

20
10
年
代

無
回
答

岡
山
県
本
社

香
川
県
本
社

0
10

20
30

40
50

60
70

80
90

本
社
の
み

岡
山
県
内
に
支
社
あ
り

香
川
県
内
に
支
社
あ
り

中
国
４
県
内
に
支
社
あ
り

四
国
３
県
内
に
支
社
あ
り

関
⻄
圏
内
に
支
社
あ
り

首
都
圏
内
に
支
社
あ
り

そ
の
他
地
域
に
支
社
あ
り

岡
山
県
本
社

香
川
県
本
社

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

5.
0

6.
0

7.
0

8.
0

岡
山
県
内

香
川
県
内

中
国
4県

四
国
3県

関
⻄
圏

首
都
圏

そ
の
他

海
外

岡
山
県
本
社

香
川
県
本
社

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
の
県
外
支
店
・
県
外
売
上

回
答
企
業
の
う
ち
、
支
社
を
持
た
な
い
（
本
社
の
み
）
の
先
は
岡
山
県
81
先
（
53
.6
%
）
、
香
川
県
63
先
(4
8.
1%
)

売
上
割
合
で
は
、
香
川
県
を
本
社
に
持
つ
企
業
は
県
外
売
上
の
割
合
が
高
い
。出

所
）
20
18
NH

K岡
山
放
送
局
岡
山
理
科
大
学
経
営
学
部
瀬
⼾
大
橋
30
年
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

支
社
/支

店
/自

社
販
売
店
を
持
つ
企
業
数

売
上
割
合
（
平
均
値
単
位
：
割
）

※
複
数
回
答

86



0
20

40
60

80
10
0

12
0

14
0

ほ
ぼ
毎
日

週
に
数
回
程
度

月
に
数
回
程
度

年
に
数
回
程
度

ま
れ
に
利
用
す
る

利
用
し
な
い

無
回
答

岡
山
県
本
社

香
川
県
本
社

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
の
瀬
⼾
⼤
橋
・
船
舶
の
利
⽤
頻
度

瀬
⼾
大
橋
の
業
務
利
用
で
は
、
香
川
県
側
の
利
用
頻
度
が
高
い
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

船
舶
利
用
は
岡
山
県
27
先
(1
7.
9%
)、
香
川
県
42
先
(3
2.
1%
)が
船
舶
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
香
川
県
側
の
利
用
の
高
さ
が
見
ら
れ

た
。

出
所
）
20
18
NH

K岡
山
放
送
局
岡
山
理
科
大
学
経
営
学
部
瀬
⼾
大
橋
30
年
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

瀬
⼾
大
橋
の
業
務
利
用
頻
度

瀬
⼾
内
海
の
船
舶
利
用
頻
度

※
複
数
回
答

0
5

10
15

20
25

30
35

40

ほ
ぼ
毎
日

週
に
数
回
程
度

月
に
数
回
程
度

年
に
数
回
程
度

ま
れ
に
利
用
す
る

利
用
し
な
い

無
回
答

岡
山
県
本
社

香
川
県
本
社

0.
0

5.
0

10
.0

15
.0

20
.0

25
.0

30
.0

35
.0

40
.0

45
.0

50
.0

ほ
ぼ
毎
日

週
に
数
回
程
度

月
に
数
回
程
度

年
に
数
回
程
度

ま
れ
に
利
用
す
る

利
用
し
な
い

無
回
答

岡
山
県
本
社

香
川
県
本
社

0
20

40
60

80
10
0

12
0

JR
瀬
⼾
大
橋
線

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

船
舶
・
フ
ェ
リ
ー

無
回
答
・
そ
の
他

岡
山
県
本
社

香
川
県
本
社

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
の
瀬
⼾
内
海
対
岸
へ
の
利
⽤
ル
ー
ト

岡
山
県
は
圧
倒
的
に
瀬
⼾
中
央
自
動
⾞
道
（
瀬
⼾
大
橋
ル
ー
ト
）
の
使
用
が
多
い
が
、
香
川
県
は
神
⼾
淡
路
鳴
門
自
動
⾞
道
（
神
⼾
・
淡

路
・
徳
島
ル
ー
ト
）
な
ど
、
他
の
ル
ー
ト
の
利
用
比
率
が
高
い
。
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科
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営
学
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瀬
⼾
大
橋
30
年
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

瀬
⼾
内
海
対
岸
へ
の
物
流
・
移
動
で
最
も
頻
度
が
高
い
ル
ー
ト

瀬
⼾
内
海
対
岸
へ
の
モ
ノ
の
輸
送

瀬
⼾
内
海
対
岸
へ
の
日
常
業
務
で

の
人
の
移
動

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
や
市
場
の
開
拓

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
人
材
確
保

瀬
⼾
内
海
対
岸
の
競
合
他
社
の
動

向

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
仕
⼊
先
の
開

拓
・
確
保

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
事
業
収
益
の

拡
大

0.
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0.
6

1.
1

1.
6

2.
1

2.
6

1.
3

1.
8

2.
3

2.
8

現
在
の
影
響
度

10
年
前
影
響
度

瀬
⼾
大
橋
の
好
影
響

瀬
⼾
大
橋
の
悪
影
響

事 業 で の 重 要 度 低

事 業 で の 重 要 度 高

瀬
⼾
内
対
岸
の
企
業
活
動
の
重
要
性
と
瀬
⼾
⼤
橋
の
影
響
度

重
要
度
は
、
瀬
⼾
内
海
対
岸
の
「
モ
ノ
の
輸
送
」
、
「
人
の
移
動
」
、
「
市
場
開
拓
」
、
「
事
業
収
益
の
拡
大
」
、
「
仕
⼊
先
の
確
保
」
、

「
競
合
の
動
向
」
、
「
人
材
確
保
」
の
順
。
10
年
前
と
比
べ
て
全
体
的
に
瀬
⼾
大
橋
の
影
響
度
は
、
“好
い
”⽅
向
に
変
化
し
て
い
る
が
、
競

合
他
社
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
“悪
影
響
”の
⽅
向
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
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放
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理
科
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学
経
営
学
部
瀬
⼾
大
橋
30
年
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

全
回
答
企
業
の

重
要
度
・
現
在
の
影
響
度
/1
0年

前
影
響
度
の
変
化

各
軸
の
中
心
は
重
要
度
・
影
響
度
の
全
体
平
均
に
設
定

瀬
⼾
内
海
対
岸
へ
の
モ
ノ

の
輸
送

瀬
⼾
内
海
対
岸
へ
の
日
常

業
務
で
の
人
の
移
動

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
や
市
場
の
開

拓

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
人
材

確
保

瀬
⼾
内
海
対
岸
の
競
合
他

社
の
動
向

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
仕
⼊

先
の
開
拓
・
確
保

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
事
業

収
益
の
拡
大
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現
在
の
影
響
度

10
年
前
影
響
度

瀬
⼾
大
橋
の
好
影
響

瀬
⼾
大
橋
の
悪
影
響

事 業 で の 重 要 度 低

事 業 で の 重 要 度 高

岡
山
県
企
業
の
重
要
度
と
影
響
度
の
変
化

香
川
県
企
業
の
重
要
度
と
影
響
度
の
変
化

県
別
の
重
要
性
と
現
在
影
響
度
・
10
年
前
影
響
度
比
較

岡
山
県
は
、
10
年
前
に
比
べ
て
瀬
⼾
大
橋
に
対
し
好
影
響
を
各
企
業
活
動
で
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

香
川
県
は
、
「
も
の
」
「
人
」
の
移
動
へ
の
好
影
響
に
つ
い
て
は
、
10
年
前
か
ら
高
く
評
価
し
て
お
り
現
在
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
以
外
の
評
価

は
10
年
前
よ
り
も
好
い
⽅
向
に
変
化
し
て
い
る
。
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現
在
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度

10
年
前
影
響
度

瀬
⼾
大
橋
の
好
影
響

瀬
⼾
大
橋
の
悪
影
響
度

事 業 で の 重 要 度 低

事 業 で の 重 要 度 高
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重
要
度
と
影
響
度
の
岡
山
県
・
香
川
県
比
較

重
要
度
と
影
響
度
の
県
別
比
較

岡
山
県
に
比
べ
、
香
川
県
の
企
業
は
よ
り
瀬
⼾
内
海
対
岸
の
企
業
活
動
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
「
モ
ノ
」
・
「
人
」
の
移
動
、
「
市
場
開

拓
」
、
「
人
材
確
保
」
、
「
事
業
収
益
の
拡
大
」
に
関
し
て
は
、
岡
山
県
と
香
川
県
で
瀬
⼾
大
橋
の
影
響
度
に
大
き
な
違
い
が
な
い
。

「
仕
⼊
先
の
確
保
」
「
競
合
他
社
」
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
が
瀬
⼾
大
橋
に
対
し
て
好
影
響
を
認
識
し
て
い
る
。
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対
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モ
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の
輸
送
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内
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の
日
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で
の
人
の
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動

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
新
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や
市
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で
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⼊
先
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確
保

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
事
業
収
益
の
拡
大

瀬
⼾
大
橋
の
好
影
響

瀬
⼾
大
橋
の
悪
影
響

事 業 で の 重 要 度 低

事 業 で の 重 要 度 高

岡
山
県
企
業

香
川
県
企
業
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対
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へ
の
モ
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の
輸
送
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内
海
対
岸
へ
の
日
常
業
務
で
の
人
の
移
動
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⼾
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対
岸
で
の
新
し
い
ビ
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や
市
場
の
開
拓

瀬
⼾
内
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で
の
人
材
確
保

瀬
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岸
の
競
合
他
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動
向

瀬
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内
海
対
岸
で
の
仕
⼊
先
の
開
拓
・
確
保

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
事
業
収
益
の
拡
大

瀬
⼾
大
橋
の
好
影
響

瀬
⼾
大
橋
の
悪
影
響

事 業 で の 重 要 度 低

事 業 で の 重 要 度 高

岡
山
県
企
業

香
川
県
企
業

建
設
業
に
お
け
る
、
瀬
⼾
内
海
対
岸
の
事
業
に
お
け
る
重
要
度
は
低
い
。
対
岸
の
「
競
合
他
社
の
動
向
」
「
事
業
収
益
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
香
川
県
企
業
は

瀬
⼾
大
橋
が
悪
影
響
を
強
く
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

製
造
業
で
は
「
モ
ノ
」
「
人
」
の
移
動
に
つ
い
て
香
川
県
が
重
要
視
し
て
い
る
。
岡
山
県
は
瀬
⼾
内
対
岸
の
「
市
場
開
拓
」
を
瀬
⼾
大
橋
が
好
影
響
を
与
え
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る

出
所
）
20
18
NH

K岡
山
放
送
局
岡
山
理
科
大
学
経
営
学
部
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橋
30
年
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

建
設
業
の
重
要
度
と
影
響
度
の
岡
山
県
・
香
川
県
比
較

業
種
別
の
重
要
度
と
影
響
度
の
県
比
較
(1
/2
)

製
造
業
の
重
要
度
と
影
響
度
の
岡
山
県
・
香
川
県
比
較
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⼾
内
海
対
岸
へ
の
モ
ノ
の
輸
送

瀬
⼾
内
海
対
岸
へ
の
日
常
業
務
で
の
人
の
移
動

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
市
場
の
開
拓

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
人
材
確
保

瀬
⼾
内
海
対
岸
の
競
合
他
社
の
動
向

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
仕
⼊
先
の
開
拓
・
確
保

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
事
業
収
益
の
拡
大

瀬
⼾
大
橋
の
好
影
響

瀬
⼾
大
橋
の
悪
影
響

事 業 で の 重 要 度 低

事 業 で の 重 要 度 高

岡
山
県
企
業

香
川
県
企
業
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内
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対
岸
へ
の
モ
ノ
の
輸
送

瀬
⼾
内
海
対
岸
へ
の
日
常
業
務
で
の
人
の
移
動

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
市
場
の
開
拓

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
人
材
確
保

瀬
⼾
内
海
対
岸
の
競
合
他
社
の
動
向

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
仕
⼊
先
の
開
拓
・
確
保

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
事
業
収
益
の
拡
大

瀬
⼾
大
橋
の
好
影
響

瀬
⼾
大
橋
の
悪
影
響

事 業 で の 重 要 度 低

事 業 で の 重 要 度 高

岡
山
県
企
業

香
川
県
企
業

運
輸
業
に
お
い
て
は
、
瀬
⼾
内
海
対
岸
の
事
業
に
お
け
る
重
要
度
を
高
く
認
識
。
香
川
県
は
「
競
合
他
社
の
動
向
」
で
瀬
⼾
大
橋
の
悪
影
響
を
強
く
感
じ
て
お

り
、
岡
山
県
は
「
モ
ノ
の
輸
送
」
で
瀬
⼾
大
橋
の
好
影
響
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

卸
・
⼩
売
業
で
は
、
岡
山
県
企
業
が
瀬
⼾
内
海
対
岸
の
「
収
益
拡
大
」
に
瀬
⼾
大
橋
の
好
影
響
を
感
じ
て
お
り
、
香
川
県
は
「
人
の
移
動
」
に
瀬
⼾
内
対
岸
の

重
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
瀬
⼾
大
橋
を
好
影
響
と
捉
え
て
い
る
。
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業

香
川
県
企
業
は
本
州
で
の
売
上
、
岡
山
県
企
業
は
四
国
で
の
売
上
比
率
を
計
算
し
、
そ
れ
が
50
％
を
こ
え
る
企
業
と
50
％
未
満
の
企
業
に
分
け
て
分
析
を
行
っ

た
。

対
岸
で
の
売
上
が
50
％
を
超
え
る
企
業
の
瀬
⼾
内
海
対
岸
の
事
業
重
要
度
は
当
然
な
が
ら
高
い
。
し
か
し
瀬
⼾
大
橋
の
影
響
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
50
％
未
満
の

企
業
と
の
差
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
対
岸
の
「
競
合
他
社
」
の
動
向
の
み
50
％
以
上
の
企
業
が
瀬
⼾
大
橋
に
好
影
響
を
感
じ
て
い
る
。
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要
度
と
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比
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比
較
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内
海
対
岸
で
の
仕
⼊
先
の
開
拓
・
確
保

瀬
⼾
内
海
対
岸
で
の
事
業
収
益
の
拡
大

瀬
⼾
大
橋
の
好
影
響

瀬
⼾
大
橋
の
悪
影
響

事 業 で の 重 要 度 低

事 業 で の 重 要 度 高

瀬
⼾
内
対
岸
売
上
50
%
未
満

瀬
⼾
内
対
岸
売
上
50
%
以
上

出
所
）
20
18
NH

K岡
山
放
送
局
岡
山
理
科
大
学
経
営
学
部
瀬
⼾
大
橋
30
年
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
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岡
山
県
の
製
造
業
や
運
輸
業
、
香
川
県
の
卸
・
⼩
売
業
は
、
県
内
需
要
に
対
し
そ
の
産
業
が
与
え
る
影
響
力
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
県
内
需
要
の
減
少
期
で
あ
る
岡
山
県
の
製
造
業
・
運
輸
業
、
香
川
県
の
卸
・
⼩
売
業
は
、
県
外
市
場
と
繋
が
る
瀬
⼾
大
橋
を
好
影
響
と
し
て
捉
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

岡
山
県
/香

川
県
の
産
業
別
の
重
要
度
・
好
影
響

岡
山
県
・
香
川
県
の
産
業
別
需
要
影
響
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
比
較

建
設
業

製
造
業

運
輸
業

卸
・
⼩
売
業

0.
1

0.
6

1.
1

1.
6

2.
1

2.
6

1.
3

1.
8

2.
3

2.
8

瀬
⼾
大
橋
の
好
影
響

瀬
⼾
大
橋
の
悪
影
響

瀬 ⼾ 内 対 岸 の 重 要 度 低

瀬 ⼾ 内 対 岸 の 重 要 度 高

岡
山
県
企
業

香
川
県
企
業

20
18
年

20
08
年

出
所
）
20
18
NH

K岡
山
放
送
局
岡
山
理
科
大
学
経
営
学
部
瀬
⼾
大
橋
30
年
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

0.
5

0.
7

0.
9

1.
1

1.
3

1.
5

1.
7

1.
9

0.
5

1
1.
5

2
2.
5

3

建
設
業

製
造
業

運
輸
業

卸
・
⼩
売
業

系
列
4

系
列
5

産
業
が
県
内
の
需
要
に
与
え
る
影
響
大

産
業
が
県
内
の
需
要
に
与
え
る
影
響
⼩

県 内 の 需 要 増 が 産 業 に 与 え る 影 響 ⼩

県 内 の 需 要 増 が 産 業 に 与 え る 影 響 大

岡
山
県
企
業

香
川
県
企
業

20
11
年

20
05
年

岡
山
県
/香

川
県
の
産
業
別
の
需
要
影
響

出
所
）
平
成
17
年
・
平
成
23
年
岡
山
県
産
業
連
関
表
・
香
川
県
産
業
連
関
表

企
業
と
瀬
⼾
内
対
岸
の
重
要
度
・
瀬
⼾
⼤
橋
の
評
価
ま
と
め

•
瀬
⼾
大
橋
の
経
営
へ
の
影
響
は
、
過
去
10
年
で
好
影
響
に
変
化

•
香
川
県
企
業
は
、
岡
山
県
企
業
に
比
べ
瀬
⼾
内
対
岸
の
経
営
戦
略
上
の
重
要
度
を

高
く
認
識

•
製
造
業
・
運
輸
業
の
瀬
⼾
内
対
岸
の
重
要
度
が
高
い

•
岡
山
県
・
香
川
県
の
県
内
需
要
が
縮
む
業
種
に
つ
い
て
は
、
瀬
⼾
内
対
岸
の
市
場

が
重
要
と
な
り
、
瀬
⼾
大
橋
が
経
営
に
好
評
価
を
与
え
る
構
造
が
み
ら
れ
た
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瀬
戸

大
橋
30

周
年

N
H
K
岡

山
放

送
局

合
同
P
B
L

（
企

業
ア
ン
ケ
ー

ト
）

清
野

ゼ
ミ
・
黒

田
ゼ
ミ
・
大

藪
ゼ
ミ

1

調
査

目
的


岡

山
県

・
香

川
県

の
企

業
が
、
瀬

戸
大

橋
や
そ
の
周
辺
の
橋
を
ど
の
様
に
使
い
分
け

て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。


10

年
前

と
現

在
で
瀬

戸
大

橋
が
企

業
に
及

ぼ
す
影
響
は
変
化
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か

に
す

る
。

2

岡
山

県
香

川
県

総
計

JR
瀬

戸
大

橋
線

4
18

22

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

1
28

29

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

10
8

60
16
8

船
舶

・
フ
ェ
リ
ー

4
6

10

飛
行

機
1

1

総
計

11
7

11
3

23
0

瀬
戸

内
海

対
岸

へ
の
移

動
ル
ー

ト

<Q
5,
Q8
-4
>

3

瀬
戸

内
海

対
岸

へ
の
移

動
ル
ー

ト


岡
山
県
も
香
川
県
も
、
「
瀬
戸
中
央
自
動
車

道
」
が
一

番
多

い
。


香
川
県
は
、
「
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
」
と
「
神

戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
」
を
使
い
分
け
て

い
る
。


「
JR

瀬
戸
大
橋
線
」
を
一
番
利
用
す
る
人
は
、

製
造
業
（
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
）
や
建
設
業
な
ど

重
い
も
の
を
運

ん
で
い
る
こ
と
が
多

い
。

<Q
1>

4
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瀬
戸

内
海

対
岸

へ
の
移

動
ル
ー

ト


「
JR

瀬
戸
大
橋
線
」
を
一
番
利
用
す
る
企
業
の

利
用
頻
度
は
低
い
が
、
「
神
戸
淡
路
鳴
門
自

動
車
道
」
を
一
番
利
用
す
る
企
業
の
利
用
頻

度
は
高
い
。
<Q
8-
1>


「
以
前
は
フ
ェ
リ
ー
を
使
っ
て
い
た
が
便
数
が

減
り
、
遠
回
り
で
は
あ
る
が
橋
を
使
う
こ
と
が
多

く
な
っ
た
。
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
、
岡
山
県
も

香
川

県
も
フ
ェ
リ
ー

が
少

な
い
。
<Q
8-
3>

5

瀬
戸

大
橋

の
影

響
度

の
変

化
【
瀬

戸
内

海
対

岸
へ

の
モ
ノ
の
輸

送
】

全
く
影

響
な
い

あ
ま
り
影

響
な
い

あ
る
程

度
影

響
あ
る

非
常

に
影

響
あ
る

総
計

全
く
影

響
が
な
い

50
3

53
あ
ま
り
影

響
が
な
い

8
31

9
1

49
あ
る
程

度
影

響
が
あ
る

3
12

35
3

53
非

常
に
影

響
が
あ
る

3
7

23
37

70
総

計
64

53
67

41
22
5

<Q
10
-2
-1
,Q
10
-3
-

10
年

前

現
在

6

瀬
戸

大
橋

の
影

響
度

の
変

化
【
瀬

戸
内

海
対

岸
へ

の
日

常
業

務
で
の
人

の
移

動
】

全
く
影

響
な
い

あ
ま
り
影

響
な
い

あ
る
程

度
影

響
あ
る

非
常

に
影

響
あ
る

総
計

全
く
影

響
が
な
い

58
4

1
63

あ
ま
り
影

響
が
な
い

5
43

4
52

あ
る
程

度
影

響
が
あ
る

3
10

42
5

60
非

常
に
影

響
が
あ
る

2
3

16
30

51
総

計
68

60
63

35
22
6

10
年

前

現
在

<Q
10
-2
-1
,Q
10
-3
-1
>7

瀬
戸

大
橋

の
影

響
度

の
変

化
【
瀬

戸
内

海
対

岸
で
の
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や

市
場

の
開

拓
】

全
く
影

響
な
い

あ
ま
り
影

響
な
い

あ
る
程

度
影

響
あ
る

非
常

に
影

響
あ
る

総
計

全
く
影

響
が
な
い

56
2

1
59

あ
ま
り
影

響
が
な
い

6
54

4
1

65

あ
る
程

度
影

響
が
あ
る

7
19

46
72

非
常

に
影

響
が
あ
る

2
6

７
14

29

総
計

71
81

58
15

22
5

10
年

前

現
在

<Q
10
-2
-1
,Q
10
-3
-1
>8
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瀬
戸

大
橋

の
影

響
度

の
変

化
【
瀬

戸
内

海
対

岸
で
の
人

材
確

保
】

全
く
影

響
な
い

あ
ま
り
影

響
な
い

あ
る
程

度
影

響
あ
る

非
常

に
影

響
あ
る

総
計

全
く
影

響
が
な
い

84
3

87

あ
ま
り
影

響
が
な
い

19
65

2
86

あ
る
程

度
影

響
が
あ
る

6
11

19
36

非
常

に
影

響
が
あ
る

1
5

2
5

13

総
計

11
0

84
23

5
22
2

10
年

前

現
在

<Q
10
-2
-1
,Q
10
-3
-1
>9

瀬
戸

大
橋

の
影

響
度

の
変

化

【
瀬

戸
内

海
対

岸
の
競

合
他

社
の
動

向
】

全
く
影

響
な
い

あ
ま
り
影

響
な
い

あ
る
程

度
影

響
あ
る

非
常

に
影

響
あ
る

総
計

全
く
影

響
が
な
い

70
2

72

あ
ま
り
影

響
が
な
い

8
64

3
75

あ
る
程

度
影

響
が
あ
る

4
20

31
55

非
常

に
影

響
が
あ
る

1
4

4
15

24

総
計

83
90

38
15

22
6

10
年

前

現
在

<Q
10
-2
-1
,Q
10
-3
-1
>10

瀬
戸

大
橋

の
影

響
度

の
変

化
【
瀬

戸
内

海
対

岸
で
の
仕

入
先

の
開

拓
・
確

保
】

全
く
影

響
な
い

あ
ま
り
影

響
な
い

あ
る
程

度
影

響
あ
る

非
常

に
影

響
あ
る

総
計

全
く
影

響
が
な
い

76
2

78

あ
ま
り
影

響
が
な
い

8
69

4
81

あ
る
程

度
影

響
が
あ
る

3
14

30
47

非
常

に
影

響
が
あ
る

5
3

12
20

総
計

90
90

37
12

22
9

10
年

前

現
在

<Q
10
-2
-1
,Q
10
-3
-1
>

11

瀬
戸

大
橋

の
影

響
度

の
変

化

【
瀬

戸
内

海
対

岸
で
の
事

業
収

益
の
拡

大
】

全
く
影

響
な
い

あ
ま
り
影

響
な
い

あ
る
程

度
影

響
あ
る

非
常

に
影

響
あ
る

総
計

全
く
影

響
が
な
い

64
3

1
68

あ
ま
り
影

響
が
な
い

8
63

5
76

あ
る
程

度
影

響
が
あ
る

4
15

36
2

57

非
常

に
影

響
が
あ
る

2
1

5
11

19

総
計

81
82

48
14

22
5

10
年

前

現
在

<Q
10
-2
-1
,Q
10
-3
-1
>

12
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瀬
戸

大
橋

の
影

響
度

の
変

化


全
体
的
に
、
影
響
度
は
強
ま
っ
て
い
る
。


「
瀬
戸
大
橋
開
通
に
備
え
、
増
築
を
実
施
し

た
り
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
客
、
観
光
客
共
々
、

切
っ
て
も
切
れ
な
い
間
柄
で
あ
り
、
存
在
も
貴

重
で
あ
る
。
」
「
運
送
業
の
為
、
時
間
短
縮
が

出
来
て
、
非
常
に
助
か
っ
て
い
る
。
」
な
ど
の

意
見
が
多
い
こ
と
か
ら
、
影
響
度
は
プ
ラ
ス
に

変
化
し
て
い
る
。
<Q
11
>

13

瀬
戸

大
橋

の
影

響
度

の
変

化


「
ET
C利

用
で
通
行
料
金
が
下
が
っ
て
か
ら
商

圏
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
「
料
金
が
下

が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
瀬
戸
大
橋
を
利
用
し
や
す

く
な
り
四
国
各
地
へ
の
業
務
は
拡
大
し
た
。
」

<Q
9-
1>

や
、
「
利
用
料
金
値
下
げ
は
四
国
方

面
か
ら
の
増
客
に
貢
献
し
て
い
る
。
」
<Q
11
>な

ど
の
意

見
が
多

く
、
20
14

年
の
4月

に
ET
C限

定
で
利
用
料
金
が
4,
10
0円

か
ら
2,
00
0円

に
値
下
げ
し
た
こ
と
が
要
因
で
は
な
い
か
。

14

ま
と
め


香
川
県
の
企
業
は
、
運
ぶ
場
所
に
よ
っ
て

橋
を
使
い
分
け
て
い
る
。


運
ぶ
も
の
に
よ
っ
て
も
使
い
分
け
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。


利
用
料
金
が
下
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
影
響

度
は
プ
ラ
ス
に
変
化
し
て
い
る
。

15

ご
清

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

16
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瀬
⼾
⼤
橋
の
存
在

〜
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た

岡
⼭
県
と
⾹
川
県
の
差
〜

1

岡
⼭

県
企

業
の

重
要

度
と

影
響

度
の

変
化

⾹
川

県
企

業
の

重
要

度
と

影
響

度
の

変
化

に
注

目
し

た
︕

20
18

年
現

在
，

ア
ン

ケ
ー

ト
し

た
10
年
間
に
お
け
る

2

岡
⼭

県
企

業
の

重
要

度
と

影
響

度
の

変
化

⾹
川

県
企

業
の

重
要

度
と

影
響

度
の

変
化

瀬
⼾

内
海

対
岸

へ
の

モ
ノ

の
輸

送
瀬

⼾
内

海
対

岸
へ

の
⽇

常

業
務

で
の

人
の

移
動

瀬
⼾

内
海

対
岸

で
の

新
し

い
ビ

ジ
ネ

ス
や

市
場

の
開

拓

瀬
⼾

内
海

対
岸

で
の

人
材

確
保

瀬
⼾

内
海

対
岸

の
競

合
他

社
の

動
向

瀬
⼾

内
海

対
岸

で
の

仕
⼊

先
の

開
拓

・
確

保

瀬
⼾

内
海

対
岸

で
の

事
業

収
益

の
拡

大

0.
1

0.
6

1.
1

1.
6

2.
1

2.
6

1.
3

1.
8

2.
3

2.
8

現
在

の
影

響
度

10
年

前
影

響
度

瀬
戸
大
橋
の
好
影
響

瀬
戸
大
橋
の
悪
影
響
度

事 業 で の 重 要 度 低

事 業 で の 重 要 度 高

瀬
⼾

内
海

対
岸

へ
の

モ
ノ

の
輸

送

瀬
⼾

内
海

対
岸

へ
の

⽇
常

業
務

で
の

人
の

移
動

瀬
⼾

内
海

対
岸

で
の

新
し

い
ビ

ジ
ネ

ス
や

市
場

の
開

拓

瀬
⼾

内
海

対
岸

で
の

人
材

確
保

瀬
⼾

内
海

対
岸

の
競

合
他

社
の

動
向

瀬
⼾

内
海

対
岸

で
の

仕
⼊

先
の

開
拓

・
確

保

瀬
⼾

内
海

対
岸

で
の

事
業

収
益

の
拡

大

0.
1

0.
6

1.
1

1.
6

2.
1

2.
6

1.
3

1.
8

2.
3

2.
8

現
在

の
影

響
度

10
年

前
影

響
度

瀬
戸
大
橋
の
好
影
響

瀬
戸
大
橋
の
悪
影
響

事 業 で の 重 要 度 低

事 業 で の 重 要 度 高

自
由

記
述

よ
り

岡
⼭

県
で

は
・

・
・

・
船

舶
利

⽤
よ

り
、

格
段

に
早

く
相

⼿
⽅

に
到

着
出

来
る

・
瀬

⼾
大

橋
が

架
か

っ
て

い
な

い
⾹

川
県

の
島

が
取

引
先

で
あ

る
た

め
、

そ
れ

以
外

の
四

国
⾏

き
は

瀬
⼾

大
橋

と
な

る
・

児
島

に
当

社
は

あ
る

が
、

坂
出

の
お

客
様

に
安

く
(気

軽
に

)⾏
け

る
よ

う
に

な
っ

た
・

料
⾦

の
低

下
・

本
州

と
同

じ
よ

う
に

営
業

活
動

が
出

来
る

よ
う

に
な

っ
た

。
料

⾦
ね

さ
げ

で
⽇

帰
り

出
張

か
ら

四
国

へ
宿

泊
出

張
が

増
え

た
・

安
く

な
り

利
⽤

し
や

す
く

な
っ

た
・

時
間

の
短

縮
・

自
由

な
時

間
帯

・
料

⾦
が

下
が

り
、

利
⽤

が
⾝

近
に

な
っ

た
・

四
国

に
宿

泊
さ

れ
て

い
た

利
⽤

者
が

、
⼟

⽇
の

ET
C料

⾦
の

割
引

も
あ

り
、

岡
⼭

県
内

で
宿

泊
さ

れ
る

事
が

増
え

た
・

ET
C利

⽤
す

る
の

で
、

価
格

は
余

り
気

に
な

ら
な

い
・

料
⾦

が
基

本
的

に
高

額
・

料
⾦

が
高

い
・

有
料

だ
と

取
引

す
る

に
当

た
り

、
⾒

積
も

り
⾦

額
に

料
⾦

を
加

味
し

て
出

す
よ

う
に

な
る

の
で

、
新

規
開

拓
が

難
し

く
な

る

料
⾦

が
安

く
な

っ
た

時
間

の
短

縮
の

た
め

企
業

の
合

理
的

な
判

断
に

よ
り

瀬
⼾

大
橋

を
利

⽤

4
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自
由

記
述

よ
り

⾹
川

県
で

は
・

・
・

・
ET

C料
⾦

が
安

く
な

っ
た

事
で

、
時

間
を

気
に

す
る

こ
と

な
く

利
⽤

し
や

す
く

な
っ

た
・

ET
Cの

利
⽤

す
る

こ
と

で
、

通
常

よ
り

⾦
額

が
お

さ
え

ら
れ

経
費

削
減

に
つ

な
が

る
。

・
ET

Cお
よ

び
ET

C料
⾦

が
導

⼊
さ

れ
て

か
ら

、
利

便
性

が
良

く
な

っ
た

・
ET

Cを
付

け
て

い
な

い
⾞

の
場

合
、

割
高

で
は

あ
る

が
、

仕
⽅

な
く

利
⽤

す
る

・
本

州
と

四
国

を
結

ぶ
、

無
く

て
は

な
ら

な
い

道
路

・
本

州
へ

の
移

動
ル

ー
ト

と
し

て
、

不
可

⽋
な

も
の

。
⻄

讃
⽅

⾯
か

ら
本

州
へ

の
移

動
ル

ー
ト

と
し

て
、

瀬
⼾

大
橋

が
便

利
だ

か
ら

。
・

岡
⼭

県
な

ど
に

大
口

の
得

意
先

が
あ

り
、

商
品

の
輸

送
に

は
必

要
不

可
⽋

料
⾦

安
く

な
っ

た

仕
⽅

な
く

利
⽤

す
る

無
く

て
は

な
ら

な
い

も
の

5

瀬
戸
大
橋
の
利
用
料
金
に
対
す
る
回
答
の
考
察

【目
的
】瀬

戸
大
橋
の
通
行
料
金
に
つ
い
て
、
岡
山
と
香
川
の
間
の

温
度
差
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
際
、
企
業
ア
ン
ケ
ー
トと

あ
わ
せ
て

個
人
ア
ン
ケ
ー
トも

比
較
す
る
。

【方
法
】企

業
ア
ン
ケ
ー
ト（
Q
9
・Q

1
2
）お

よ
び
個
人
ア
ン
ケ
ー
ト

（Q
5
・
Q
6
)
の
自
由
記
述
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出

し
て
、
両
県
の
相
違
を
検
討
す
る
。

6

①
企

業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自

由
記

述
の
比

較

岡
山

県
香

川
県

Q
9
-
1

瀬
戸
大
橋
の
利
用
料
金
の
値
下
げ
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
の

影
響
が
あ
る
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合

6
6
%

（
n=

6
1
）

5
8
%

（
n=

4
3
）

Q
9
-
2

瀬
戸
大
橋
の
利
用
料
金
が
値
下
げ
が
ま
だ
不
十
分
だ
と

答
え
た
企
業
の
割
合

5
3
%

（
n=

2
6
）

4
3
%

（
n=

2
5
）

Q
1
2

瀬
戸
大
橋
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
・要

望
と
し

て
「値

下
げ
」「
無
料
化
」と

回
答
し
た
企
業
の
割
合

4
2
%

（
n=

4
7
）

3
0
%

（
n=

3
5
）

7
岡
山
の
企
業
の
方
が
よ
り
価
格
に
対
し
て
敏
感
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

8

②
個
人
ア
ン
ケ
ー
トの

自
由
記
述
の
比
較

Q
6の

自
由

記
述

で
、
瀬

戸
大

橋
の
利

用
料

金
が
高

い
と
し
た
回

答
の
県

別
の
比

較

岡
山

香
川

2
3
%

(n
=
2
3
7
)

2
4
%

（n
=
2
2
5
）

◎
ま
と
め

・
企

業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自

由
記

述
を
分

析
し
た
結

果
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
の
評

価
に

お
い
て
は
、
岡

山
県

の
ほ
う
が
香

川
県

よ
り
も
約

一
割

程
度

高
く
評

価
し
て
い
る
。

ま
た
、
値

下
げ
の
要

望
も
岡

山
県

の
ほ
う
が
香

川
県

よ
り
一

割
ほ
ど
多

い
。

・し
か
し
、
個
人
ア
ン
ケ
ー
トで

は
岡
山
県
民
と
香
川
県
民
の
間
に
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
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中
国
地
方

中
国

地
方

四
国

地
方瀬

⼾
大

橋
瀬

⼾
大

橋
は

岡
⼭

県
に

も
⾹

川
県

に
も

等
し

く
架

か
る

橋
で

あ
る

が
、

⽴
地

場
所

に
よ

り
瀬

⼾
大

橋
利

⽤
の

価
格

弾
⼒

性
が

異
な

る
可

能
性

⾹
川

県

岡
⼭

県

9

【
考

察
】

岡
⼭

県
企

業
と

⾹
川

県
企

業
で

こ
の

10
年

間
の

影
響

が
大

き
く

異
な

る
の

は
な

ぜ
か

。

岡
⼭

県
企

業
と

⾹
川

県
企

業
で

瀬
⼾

大
橋

の
料

⾦
と

存
在

に
対

す
る

評
価

が
異

な
る

。

四
国
地
方瀬

⼾
大

橋

企
業

ア
ン

ケ
ー

ト
と

街
頭

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

か
ら

・
・

・

企
業

ア
ン

ケ
ー

ト

個
人

ア
ン

ケ
ー

ト

瀬
⼾

大
橋

の
料

⾦
や

存
在

に
対

す
る

評
価

に
差

が
み

ら
れ

た

瀬
⼾

大
橋

の
料

⾦
や

存
在

に
対

す
る

評
価

に
対

す
る

差
は

み
ら

れ
な

い

⾹
川

県
企

業
に

と
っ

て
の

瀬
⼾

大
橋

利
⽤

の
価

格
弾

⼒
性

小
（

四
国

経
済

に
は

不
可

⽋
で

あ
る

た
め

）

瀬
⼾

大
橋

利
⽤

の
価

格
弾

⼒
性

・
・

・
瀬

⼾
大

橋
の

料
⾦

が
安

く
な

っ
た

と
き

に
、

ど
の

程
度

瀬
⼾

大
橋

の
利

⽤
を

増
や

す
か

の
程

度

岡
⼭

県
企

業
に

と
っ

て
の

瀬
⼾

大
橋

利
⽤

の
価

格
弾

⼒
性

大
（

岡
⼭

経
済

に
と

っ
て

は
（

四
国

経
済

に
比

べ
る

と
）

不
可

⽋
の

程
度

は
小

さ
い

）

料
⾦

⽔
準

に
関

わ
ら

ず
利

⽤
す

る
は

ず
料

⾦
下

が
れ

ば
企

業
に

と
っ

て
利

⽤
す

る
誘

引

瀬
⼾

大
橋

値
下

げ
H2

1.
3

岡
⼭

県
企

業
は

料
⾦

値
下

げ
に

大
き

く
反

応
す

る
た

め
、

こ
の

10
年

の
影

響
度

は
大

き
い

⾹
川

県
企

業
に

と
っ

て
は

不
可

⽋
で

あ
る

の
で

、
料

⾦
値

下
げ

に
は

大
き

く
反

応
し

な
い

10

ま
と

め

11

⾹
川

県

岡
⼭

県

瀬
⼾

大
橋

は
「

な
く

て
は

な
ら

な
い

も
の

」
な

の
で

，
必

要
不

可
⽋

→
価

格
弾

⼒
性

は
小

さ
い

︕

特
に

な
く

て
も

困
ら

な
い

も
の

（
⾹

川
企

業
と

比
べ

て
）

な
の

で
，

安
く

な
っ

た
ら

使
う

→
 価

格
弾

⼒
性

は
大

き
い

︕

こ
の

価
格

の
変

化
が

H2
1年

に
起

こ
っ

た
︕

瀬
⼾

大
橋

に
対

す
る

必
要

不
可

⽋
の

度
合

い
が

，
橋

の
北

か
南

か
（

⽴
地

場
所

）
に

よ
っ

て
違

う
た

め
，

瀬
⼾

大
橋

利
⽤

の
価

格
弾

⼒
性

が
異

な
る

︕
↓

価
格

の
変

化
が

10
年

以
内

に
起

こ
っ

た
こ

と
か

ら
，

こ
れ
ら
の
複
合
的
な
結
果
と
し
て
影
響
度
の
⼤
き
さ
が
⼤
き
く
異
な
る
︕

本
州

四
国

連
絡

橋

12

補
論
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瀬
戸
大
橋
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

森
ゼ
ミ

I1
4V

01
8

角
本
嘉
基

使
用
デ
ー
タ

•
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
13

25
件

–
Q
6自

由
記

述
71

3件
•
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
23

1件
–
Q
8-
3自

由
記

述
45

件

–
Q
9自

由
記

述
•
プ
ラ
ス
の
面

13
2件

•
マ
イ
ナ
ス
の

面
83

件

–
Q
11

自
由

記
述

12
7件

–
Q
12

自
由

記
述

10
5件

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
Q
8-
3の

分
析

対
応

分
析

（
県

別
）
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対
応

分
析

（
業

種
別

）
対

応
分

析
（
従

業
員

数
別

）

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
県
別
）

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
業
種
別
）
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共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
従
業
員
数
別
）

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
Q
９
(プ

ラ
ス
面

)の
分
析

対
応

分
析

（
県

別
）

対
応

分
析

（
業

種
別

）
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対
応

分
析

（
従

業
員

数
別

）
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
県
別
）

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
業
種
別
）

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
従
業
員
数
別
）
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企
業

ア
ン
ケ
ー
ト
Q
９
(マ

イ
ナ
ス
面

)の
分

析
対

応
分

析
（
県

別
）

対
応

分
析

（
業

種
別

）
対

応
分

析
（
従

業
員

数
別

）
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共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
県
別
）

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
業
種
別
）

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
従
業
員
数
別
）

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
Q
11

の
分

析
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対
応

分
析

（
県

別
）

対
応

分
析

（
業

種
別

）

対
応

分
析

（
従

業
員

数
別

）
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
県
別
）
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共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
業
種
別
）

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
従
業
員
数
別
）

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
Q
12

の
分

析
対

応
分

析
（
県

別
）
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対
応

分
析

（
業

種
別

）
対

応
分

析
（
従

業
員

数
別

）

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
県
別
）

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
業
種
別
）
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共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
従
業
員
数
別
）

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め

•
Q
8-
3

–
天
候
や
時
間
に
応
じ
て
手
段
の
使
い
分
け
を
し
て
い
る

•
Q
9 –
プ
ラ
ス
面
で
は
料
金
が
安
く
な
っ
た
こ
と
や
時
間
の
短
縮
、

物
流
面
の
回
答
が
多
か
っ
た

–
マ
イ
ナ
ス
面
で
は
ま
だ
料
金
が
高
い
こ
と
や
、
フ
ェ
リ
ー

の
便
数
の
減
少
、
他
県
の
企
業
と
の
競
争
の
増
加
等
の

回
答

が
多

か
っ
た

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め

•
Q
11 –
運
輸
業
や
卸
売
業
を
中
心
に
存
在
意
義
は
大
き
い

と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。
県
内
だ
け
で
活
動
し
て
い
る

企
業
に
と
っ
て
は
存
在
意
義
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い

•
Q
12 –
利

用
料

金
を
更

に
安

く
し
て
ほ

し
い
と
い
う
回

答
の

他
に

新
幹
線
の
開
通
や
観
光
を
主
と
し
て
の
活
用
に
関
す
る

回
答

が
多

か
っ
た
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